
厚
生
文
教
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

鈴
木
委
員
長
・
三
浦
副
委
員
長
・

武
田
委
員
・
堀
岡
委
員
・
那
須
委
員
・

永
井
委
員
・
加
藤
委
員
・
江
崎
委
員
・

︵
委
員
外
︶
三
宮
議
員
・
佐
藤
議
員
・

早
川
議
員
・
高
橋
議
員

議
案
第
１
号

平
成

年
度
弥
富
市
一
般
会
計
予
算

28

問
新
規
の
廃
蛍
光
灯
管
等
処
理

委
託
の
事
業
内
容
と
、
ご
み
収

集
運
搬
等
業
務
委
託
に
含
ま
れ

る
廃
蛍
光
管
と
の
違
い
は
。

答
新
規
事
業
で
は
割
れ
て
い
な

い
廃
蛍
光
管
を
回
収
し
水
銀
を

回
収
す
る
も
の
で
、
６
月
よ
り
、

月
１
回
の
資
源
ご
み
回
収
時
に

専
用
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
け
る
。

割
れ
た
も
の
は
水
銀
が
す
で

に
拡
散
し
て
い
る
た
め
、
不
燃

ご
み
と
し
て
回
収
す
る
。

問
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

年
度
か

27

ら
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生

に
利
用
者
を
拡
大
し
た
が
、
発

達
に
応
じ
た
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
の
か
。

答

放
課
後
、
自
宅
に
保
護
者
が

い
な
い
家
庭
の
児
童
を
安
全
に

預
か
る
施
設
と
位
置
付
け
、
勉

強
を
教
え
る
場
所
で
は
な
い
た

め
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
い

が
、
拡
大
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

高
学
年
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
勉
強

し
て
い
き
た
い
。

問
現
在
、
本
市
で
は
中
学
生
ま

で
医
療
費
無
料
を
実
施
し
て
い

る
が
、
国
は
小
学
生
ま
で
無
料

に
す
る
計
画
が
あ
る
と
聞
く
。

実
現
す
れ
ば
財
政
面
で
本
市
は
、

高
校
生
ま
で
無
料
化
に
す
る
こ

と
が
可
能
と
考
え
る
、
国
に
積

極
的
に
働
き
か
け
て
は
。

答
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
医
療

無
料
化
は
自
治
体
間
競
争
と
い

う
側
面
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
２
億
円
強
の
予
算
措
置

を
し
て
い
る
。

小
学
生
ま
で
医
療
費
無
料
化

は
国
に
強
く
要
望
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
、

利
用
伸
び
率
は
。

答

お
お
む
ね

歳
以
上
の
高
齢

65

者
の
み
世
帯
、
重
度
障
害
者
の

み
世
帯
、
高
齢
者
と
重
度
障
害

者
の
み
世
帯
を
対
象
と
し
、
伸

び
率
で
は
、
今
年
度
の
見
込
数

値
だ
が
利
用
者
は

名
増
え

42

317

名
、
配
食
数
は
約
１
万
食
増
の

４
万
６
千
６
百
食
を
見
込
み
、

委
託
料
を

万
円
程
度
増
。

380

問

月
以
降
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

10
自
己
負
担
額
が

円
と
な
り
負

400

担
増
に
な
る
高
齢
者
が
多
く
な

る
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
利
用
率
の
伸
び
が
大
き
く
、

こ
の
制
度
自
体
を
維
持
す
る
必

要
は
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

収
入
に
応
じ
た
負
担
に
す
る

こ
と
も
含
め
検
討
し
て
い
く
時

期
と
考
え
て
い
る
。

討

論

保
育
所
の
給
食
調
理
業
務
委

託
は
指
揮
命
令
系
統
が
変
わ
る

こ
と
や
請
負
委
託
業
者
は
短
時

間
の
非
正
規
労
働
者
に
な
る
こ

と
。
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は

月
よ
り
利
用
者
の
負
担
が

10

100

円
増
に
な
る
こ
と
は
賛
同
で
き

な
い
と
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

結

果

賛
成
多
数
で
原
案
了
承
。

議
案
第
８
号

海
部
南
部
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

問
変
更
に
よ
る
本
市
の
影
響
は
。

答
実
情
に
あ
っ
た
算
定
方
法
に

変
更
す
る
も
の
で
、
本
市
の
負

担
は
増
え
る
。

結

果

全
会
一
致
で
原
案
了
承
。

議
案
第

号
33

弥
富
市
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
病
児
・
病
後
児
施
設
の
利
用

金
額
の
時
間
当
た
り
の
単
価
を

見
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
就
労
者
が
利
用
す
る
と
考
え

て
お
り
長
時
間
に
な
る
と
想
定

し
て
い
る
の
で
単
価
を
見
直
す

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

結

果

全
会
一
致
で
原
案
了
承
。

討

論

子
育
て
す
る
な
ら
弥
富
の
言

葉
通
り
こ
の
地
域
の
先
陣
を
切

り
実
施
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う

と
思
う
し
、
本
当
に
今
大
変
な

人
た
ち
、
保
護
者
の
方
か
ら
要

望
が
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
制
度

改
善
と
し
て
は
本
当
に
す
ば
ら

し
い
も
の
だ
と
賛
成
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

結

果

全
会
一
致
で
原
案
了
承
。

議
案
第

号
37

弥
富
市
環
境
保
全
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
本
条
例
で
は
行
政
代
執
行
な

ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
制
定
に
あ

た
り
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
検

討
し
て
い
る
か
。

答
特
別
に
は
考
え
て
い
な
い
。

問
他
市
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

ご
み
屋
敷
や
鳩
の
え
さ
や
り
な

ど
も
こ
の
条
例
で
対
応
可
能
に

な
る
の
か
。

答
考
え
て
い
な
い
。

厚
生
文
教
委
員
会
に
は
、
他
に
12

の
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
︵
議
案

名
は
、８
～
９
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︶

が
、
全
会
一
致
で
原
案
了
承
。
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